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1. はじめに 
様々なモバイル機器が IPv6[1]アドレスを持ち、インター
ネットに接続しようとする時代が近づいている。それらの

機器は、性能よりも小型化・軽量化の要求されるものや、

逆にルータとしても機能できるようなものなど、多種多様

に渡ることが想像される。ユビキタス社会において、基地

局やアクセスルータ<AR>とは直接双方向通信ができなく
とも、ある端末を経由することで、間接的に AR との双方
向通信を実現して、インターネットに接続しようとする端

末の存在は、今後増えていくことであろう。このような端

末は、端末同士が通信を行うといった意味でアドホックネ

ットワークを構成していると言え、そのようなネットワー

クが直接インターネットと接続する環境下における適切な

移動管理プロトコルの存在は欠かせない。しかしながら、

現在のところアドホックネットワークとインターネットが

接続する状況における、効率的な移動管理プロトコルの実

現は成されていない。 
 
2. 既存手法 

Mobile IPv6[2]は、モバイル端末(モバイルノード<MN>)
の移動時における通信方法に関しては考慮されているもの

の、MN 同士のアドホック通信やモバイルルータ<MR>が
存在する環境に関しては、十分な検討がなされていない。

また、AODV[3]や DSR[4]に代表されるアドホックネット
ワーク用プロトコルは、アドレス付けの問題があり、イン

ターネットを介した相手端末との通信を行う具体的な方法

に関しては、やはり検討中である [5][6]。 Network 
Mobility[7]においては、Mobile IP[2][8]をベースに端末群の
移動に関しての提案が行われているが、具体的なことにつ

いては、まだ研究開始段階である。そこで今回、インター

ネットと接続するアドホックネットワークにおける効率的

な移動管理プロトコルの提案を行う。また、個々人のユー

ザが複数のモバイル機器を所有するという想定から、単な

るアドホックネットワーク用プロトコルから発展し、最適

なグループを構成することで、より効率的なルーティング

が可能となるよう工夫を行う。 
 
3. 提案手法 
3.1. アドレス付け 
まず、提案手法では、アドホックネットワークにおける

アドレス付けの問題を解決する。本手法では、Mobile IPv6
が利用可能であることを想定し、各固定 AR が自身の情報
を定期的に広告しているものとする。個々の MNは ARの
広告情報を中継することで、AR とは直接接続していない
MN に対しても、その情報を伝搬する。その際、各 MN は
ホップ数が最小である AR を選択して、その選択した AR
とネットワークプレフィックスが同じであるような、一時

的なアドレス(気付けアドレス<CoA>)を自動構成するとす
る。これによって、各 MN のアドレスは、位置に応じたネ

ットワークプレフィックスを持つことになるので、少なく

とも選択した AR までのパケットのルーティングが可能と
なる。 

 
3.2. グループ化 
次に、グループ化手法について述べる。各 MN は、CoA
を構成していない場合は、自身のホームアドレス<HoA>ま
たは、リンクローカルアドレス([1]参照)を近隣に通知する
ことで、自身の存在を知らせ、AR からの情報を受信でき
るようにする。CoA 構成後は、自身の情報(IPv6 アドレス、
MAC アドレス情報等)を近隣に通知し、その過程でグルー
プの構成を試みる。仮に、ある程度のグループ群が構成さ

れているアドホックネットワーク内に、ある MN-j が訪れ
たとする。この場合、MN-j は近隣ノードから、所属する
グループの親端末の「グループ CoA <gCoA>」情報等を得
る。親になるか子になるかは、種々の情報を元に判断され

るが、この MN-j が、あるグループの子端末となる場合、
MN-jは、近隣ノードから得る gCoA等情報の最長時間保持
グループを所属グループに選ぶ。これは、より長い時間、

近隣にいるグループに所属するということである(図 3.1.1.
および図 3.1.2.参照)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.3. 移動管理 
続いて、移動管理に関して述べる。上記 2 項目が既に実
現済みであるとする。各グループは、固定 AR を根とする
木構造のルーティング経路を構成する。この時、AR に近
い方を上位とし、各グループは AR までの全上位グループ
に関しての gCoA 情報を保持しているものとする。同時に、
各グループは、直下位グループの gCoA 情報に関しても保
持をする(図 3.3.1.参照)。移動機器に関して考える場合、ハ
ンドオフが問題となるが、本提案では、ハンドオフ時にこ

の全上位グループの gCoA 情報を利用する。その際、上位
グループがハンドオフを行う場合や、自グループがハンド

オフを行う場合など、ハンドオフ頻度の高さを考慮に入れ、

ハンドオフごとに一斉に登録情報の更新を行うということ

はせず、一時的なルーティング変更を該当上位グループに
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要請し、登録情報更新時間が来たときに、一斉情報更新を

行うという手法をとる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.3.1. 木構造と上位 / 下位 
 
すなわち、ハンドオフを行って移動したあるグループは、

移動後の直上位グループから、AR までの全上位グループ
の gCoA 情報を得ることで、以前保持していた全上位グル
ープの gCoA 情報との比較を行う。両者を比較することで、
「ルーティング一時変更」を要請するグループを選択する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3.3.2. ルーティングの一時変更 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 3.3.3. パケットの送受信 

例えば、AR＞Ga＞Gb＞Gc という全上位グループの
gCoA情報を保持していた Gdが、ハンドオフ後 AR＞Ga＞
Gb＞Ge＞Gf という全上位グループの gCoA 情報を得たと
すると、「ルーティング一時変更」グループは、Gb、Ge、
Gfとなる。これは、両全上位グループの gCoA情報を比較
することで得られる(図 3.3.2.参照)。 
インターネットを介した相手端末(Corresponedent Node: 

<CN>)と通信する際、CN からのパケットには特別なオプ
ションヘッダ(ARから宛先 MNの所属するグループまでの
全ルーティング情報)を付け、各グループがこれまでに説
明した上位/下位グループ情報以外の、多数の他グループ
に関したルーティング情報を持たなくて済むようにする

(CN が提案非実装時は、上記ルーティング情報を持つこと
で、Mobile IPv6 ベースで対応可)(図 3.3.3.参照)。ハンドオ
フ後は、登録情報更新時間が来るまで、このオプションを

見ながら、要請された「ルーティング一時変更」グループ

が、各々適切なルーティング処理を行う。登録情報更新時

間が来ると、MN は CN に更新情報を通知し、一方で「ル
ーティング一時変更」グループは、その応答を MNが受信
する過程で自身を経由する際に、保持していた一時的情報

を破棄し、通常に戻る。 
提案手法では、上位 AR が変化した場合など、ネットワ
ークプレフィックスを変更する必要性が発生した場合には、

登録情報更新時間を待たずに、すぐに情報更新を行う。こ

れにより、余計なパケットカプセル化、冗長経路発生の問

題を防ぐ。 
 

4. シミュレーション 
本提案を ns-2[9]に組み込み、MIPv6+AODV(ただし CN
との通信のために CoA のような一時的アドレスを持たせ
ている)手法との性能比較を行い、発表時に紹介する。 
 
5. おわりに 
インターネットと接続するようなアドホックネットワー

ク内における、効率的な移動管理プロトコルの提案を行っ

た。今後は、シミュレーション評価および実装評価を行っ

ていく予定である。 
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